
JP 6444878 B2 2018.12.26

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　強靭な無機繊維束を処理する方法であって、強靭な無機繊維を液体スラリーに分散させ
て、均質な繊維凝集体を横たえることができるように、複数の前記強靭な無機繊維束を開
放させる工程を含み、前記強靭な無機繊維が、72～99質量パーセントのアルミナ及び1～2
8質量パーセントのシリカの繊維化生成物を含み、前記開放工程が、前記強靭な無機繊維
及び／又は繊維束を機械的に変えることを含み、前記強靭な無機繊維が、250mlを超える
粉砕沈降容積を有する、前記方法。
【請求項２】
　複数の強靭な無機繊維を開放させる工程が、前記強靭な無機繊維を湿式開放及び/又は
乾式開放させる段階を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記強靭な無機繊維を開放させる前に前記強靭な無機繊維を細断する工程を更に含む、
請求項1又は2に記載の方法。
【請求項４】
　前記強靭な無機繊維束を開放させつつ、前記強靭な無機繊維の長さを実質的に維持する
工程を更に含む、請求項1～3のいずれか1項に記載の方法。
【請求項５】
　前記強靭な無機繊維スラリー分散液が、0.1質量%～2質量%の前記強靱な無機繊維の分散
液を含む、請求項1～4のいずれか1項に記載の方法。
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【請求項６】
　前記開放された強靭な無機繊維が、
(i)高アルミナ繊維、又は
(ii)少なくとも1つの炭素繊維、ガラス繊維、石英繊維又はシリカ繊維、
の少なくとも1つを更に含む、請求項1～5のいずれか1項に記載の方法。
【請求項７】
　排気ガス処理装置用の取付けマットを製造する方法であって、請求項1～6のいずれか1
項に記載の前記開放された強靭な無機繊維及び液体のスラリーを調製する工程と、前記ス
ラリーから前記液体の少なくとも一部を除去して、前記開放された強靭な無機繊維を含有
するウエットレイド層を形成する工程とを含む、前記方法。
【請求項８】
　請求項7に記載の排気ガス処理装置用の取付けマットを製造する方法であって、前記開
放された強靭な無機繊維を有する層中に、
(i)セラミック繊維又はアルカリ土類ケイ酸塩繊維の少なくとも１つを含む少なくとも1つ
の追加の種類の無機繊維、又は
(ii)未膨張バーミキュライト、イオン交換バーミキュライト、熱処理バーミキュライト、
膨張性グラファイト、ハイドロバイオタイト、水膨潤フッ化四ケイ素雲母又はアルカリ金
属ケイ酸塩の少なくとも1つを含む膨張材料、
の少なくとも１つを混合する工程を含む、前記方法。
【請求項９】
　強靭な無機繊維束を処理する方法であって、強靭な無機繊維を液体スラリーに分散させ
て、均質な繊維凝集体を横たえることができるように、複数の前記強靭な無機繊維束を開
放させる工程と、複数の前記強靭な無機繊維束を、均質な繊維凝集体を横たえるのに効果
的な0.1%～2%の希釈度を有するスラリーに分散させる工程とを含み、前記強靭な無機繊維
が、72～99質量パーセントのアルミナ及び1～28質量パーセントのシリカの繊維化生成物
を含み、前記開放工程が、前記強靭な無機繊維及び／又は繊維束を機械的に変えることを
含み、前記強靭な無機繊維が、250mlを超える粉砕沈降容積を有する、前記方法。
【請求項１０】
　前記強靭な無機繊維束を分散させる工程の前に、前記強靭な無機繊維束を切断する工程
を含む、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記強靭な無機繊維が、
(i)高アルミナ繊維、又は
(ii)炭素繊維、ガラス繊維、石英繊維又はシリカ繊維の少なくとも1つ、
の少なくとも1つを更に含む、請求項9又は10に記載の方法。
【請求項１２】
　排気ガス処理装置用の取付けマットを製造する方法であって、請求項9～11のいずれか1
項に記載の前記強靭な無機繊維のスラリーを調製する工程と、前記スラリーから前記液体
の少なくとも一部を除去して、前記強靭な無機繊維を含有するウエットレイド層を形成す
る工程とを含む、前記方法。
【請求項１３】
　請求項12に記載の排気ガス処理装置用の取付けマットを製造する方法であって、前記強
靭な無機繊維を有する層中に、
(i)セラミック繊維又はアルカリ土類ケイ酸塩繊維の少なくとも１つを含む、少なくとも1
つの追加の種類の無機繊維、又は
(ii)未膨張バーミキュライト、イオン交換バーミキュライト、熱処理バーミキュライト、
膨張性グラファイト、ハイドロバイオタイト、水膨潤フッ化四ケイ素雲母又はアルカリ金
属ケイ酸塩の少なくとも1つを含む膨張材料、
の少なくとも1つを混合する工程を含む、前記方法。
【請求項１４】
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　複数の強靭な無機繊維を湿式開放させる段階が、
(i)前記強靭な無機繊維をディスク精製すること、
(ii)前記強靭な無機繊維をデフレークすること、
(iii)前記強靭な無機繊維を含水パルプ化すること、又は
(iv)前記強靭な無機繊維を叩解すること、
の少なくとも1つを含み、
　複数の強靭な無機繊維を乾式開放させる段階が、
(i)前記強靭な無機繊維をカーディングすること、又は
(ii)前記強靭な無機繊維を、粉砕すること、
の少なくとも1つを含む、
請求項２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記強靭な無機繊維が、450mlを超える粉砕沈降容積を有する、請求項１又は請求項９
に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　多結晶羊毛繊維は、高性能繊維(本明細書において「強靭な無機繊維」とも言われる)で
あり、約1～約28質量パーセントSiO2及び約72～約99質量パーセントAl2O3の範囲で組成物
を含むことができ、必要により平均繊維直径が約3～約10μmの範囲にあってもよい。高性
能繊維は、約60質量パーセントのAl2O3及び約60質量パーセント～約40質量パーセントのS
iO2を含む従来の耐火性セラミック繊維と特性において異なっている。高性能繊維の靱性
は、高性能繊維を排気ガス処理装置のための取付けマットのような断熱製品や支持製品に
用いるのに望ましいものにする。
【背景技術】
【０００２】
　エンジン排出ガスからの大気汚染を削減するために排気ガス処理装置が自動車に用いら
れている。広く用いられている排気ガス処理装置の例としては、触媒コンバータ及びディ
ーゼルパティキュレートトラップが挙げられる。
　自動車エンジンの排気ガスを処理するための例示的触媒コンバータは、ハウジングと、
一酸化炭素と炭化水素の酸化及び窒素の酸化物の還元を行うために用いられる触媒を保持
するための触媒担持脆弱構造体と、ハウジング内に触媒担持脆弱構造体を反発弾性的に保
持するために触媒担持脆弱構造体の外面とハウジングの内面との間に配置される取付けマ
ットとを含む。
　ディーゼルエンジンによって生成される汚染を防止するための例示的ディーゼルパティ
キュレートトラップは、一般的には、ハウジングと、ディーゼルエンジン排出ガスからの
微粒子を集めるためのパティキュレート脆弱フィルター又はトラップと、ハウジング内に
脆弱フィルター又はトラップ構造を反発弾性的に保持するためにフィルター又はトラップ
の外面とハウジングの内面との間に配置される取付けマットとを含む。
【０００３】
　触媒担持脆弱構造体は、一般的には、金属の脆弱材料又は脆性セラミック材料から製造
されるモノリシック構造体を備えている。この触媒担持脆弱構造体は、複数のガス流路を
与える。触媒担持構造体は、脆弱であるので、小さい衝撃荷重又は応力でさえ亀裂が入る
か又は粉砕するのにしばしば充分である。金属の触媒支持構造体は、取付けマットを用い
ている金属ハウジング内に取り付けられてもよい。
　上記の熱的及び機械的な衝撃及び他の応力から触媒担持脆弱構造体を保護するだけでな
く、断熱及びガスシールを与えるために、脆弱構造体とハウジングとの間のギャップ内に
取付けマットが位置決めされている。
　使われる取付けマット材料は、脆弱構造体製造業者又は排気ガス処理装置製造業者によ
って示される多くの設計又は物理的要求のいずれかを満たすことができなければならない
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。例えば、排気ガス処理装置が広い温度変動を受けた場合でさえ、取付けマット材料は脆
弱構造体に対して有効な残留保持圧を加えることができなければならず、それによって脆
弱構造体に関して金属ハウジングの著しい伸縮が生じ、ある期間にわたって取付けマット
に著しい圧縮開放サイクルが生じる。
【０００４】
　取付けマットは、シートのような材料を形成する当該技術において既知の技術の任意の
方法で製造され得る。例えば、シート材料を調製するために、ハンド式もマシン式も、従
来の製紙プロセスが用いられ得る。シート材料を作製するために、ハンドシート型、長網
抄紙機、又はロトフォーマー抄紙機を使うことができる。
　例えば、製紙プロセスを用いて、無機繊維、膨張材料及び酸化防止剤を一緒にバインダ
ー又はバインダーとして作用することができる他の繊維と混合して、混合物又はスラリー
を形成することができる。成分のスラリーは、スラリーに凝集剤を添加することによって
凝集されてもよい。凝集された混合物又はスラリーは、紙を含有する繊維のプライ又はシ
ートに形成されるように製紙機械上に配置される。シートは、空気乾燥又は炉乾燥によっ
て乾燥させる。
　或いは、プライ又はシートは、スラリーを真空注型によって形成され得る。この方法に
従って、成分のスラリーは、湿式で浸透性ウェブ上に置かれる。ウェブに真空を適用して
、スラリーから水分の大部分を抽出し、それによって、湿潤シートを形成する。次に、典
型的には炉内で、湿潤プライ又はシートを乾燥する。乾燥の前にシートを圧縮させるため
にシートを一組のローラーに通過させてもよい。使われる標準製紙技術のより詳細な説明
には、米国特許第3,458,329号明細書を参照のこと。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ウエットレイド膨張又は非膨張マットは、製紙装置又は真空注型装置により1以上の層
として製造され得る。マットが均質な強靭な無機繊維凝集体の少なくとも1つの層から構
成される場合には取付けマットの性能が大幅に向上し得ることがわかった。均質な強靭な
無機繊維凝集体の少なくとも1つの層から構成されるマットが、より大きな摩擦係数を示
し、従来のマットの圧力性能を超えることがわかった。例えば、従来の多結晶羊毛繊維か
ら構成される伝統的なウエットレイド取付けマットの圧力循環性能は平均約90kPaであり
得るが、開放した強靭な無機繊維の均質層から構成されるウエットレイドマットは約145k
Pa以上の反発弾性を示すことがわかった。
　湿式マットは、典型的には、基本質量及び厚さ分布において均一である。湿式システム
において、適切な希釈レベル及び分散させる化学薬品によって同一のシートを製造し得る
。従来の無機繊維は、繊維が壊れやすく破損するか、又は容易に切断されることからウエ
ットレイドプロセスによく適しており、難なく液体に均一に分散する。
【０００６】
　従来の無機繊維とは対照的に、強靭な無機繊維は、強固で、例外的に反発弾性があり、
破損するよりはむしろ、曲がる傾向がある。高反発弾性繊維がもつれて、離れて破損せず
、更にスラリーに均一に分散しない束や凝集塊を形成することから、製紙プロセスの強靭
な繊維の使用が問題である。それ故、均一に分散した強靭な無機繊維の一様なシートを得
ることは困難である。繊維のこの偏在によって、繊維凝集体、例えば上記の取付けマット
又は他の耐熱性又は防火性の繊維凝集体における強靭な無機繊維の使用によって得られる
ことになる性能の低下が生じる。
　強靭な無機繊維束を開放させることによって、繊維が束になること、球になること、及
びを絡み合うことが最小になり、繊維が繊維凝集体、例えば紙、マット、毛布等の全体に
わたってより均一に分散することができる。混合の間、開放された強靭な無機繊維は相互
に分離するので、個々の繊維が分散するとともに取付けマット製品の全体的性能に関与す
ることができる。充分に分散されないもつれた強靭な無機繊維によって調製されたマット
と比較した場合、均質な強靭な無機繊維凝集体の少なくとも1つの層から構成されたマッ
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トは、亀裂が入ることなく反発弾性、可撓性及び触媒支持構造体をラップする能力が増大
し得る。
【０００７】
　課題は、均質な繊維凝集体が、繊維の完全性又は形態を破壊することなく達成され、そ
の高性能特性の低下を防止するように、強靭な無機繊維束を作製又は処理することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　充分に分散された強靭な繊維は比較的に長さが長く、粉砕沈降容積試験にかけたときに
粉砕沈降容積が大きくなり得る。より短い繊維がより高密度に詰め込むことにより、結果
として粉砕沈降容積が小さくなる。より大きな繊維粉砕沈降容積は、均質な強靭な無機繊
維凝集体の少なくとも1つの層から構成されるマットの圧力性能の改善と相関し得る。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図1は、本取付けマットを含む例示的排気ガス処理装置示す部分図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本開示内容のための「強靭な」無機繊維は、「高反発弾性」無機繊維、又は「高性能」
無機繊維とも呼ばれ得る。
　本開示内容のための「強靭な」無機繊維は、粉末沈降容積試験に従って試験される場合
、1.4kN負荷が5分間加えられた後、ステンレス鋼ホルダ内に配置された強靭な無機繊維の
5gの試料は、250mlを超える、必要により450mlを超えてもよい粉末沈降容積を示す無機繊
維として定義される。
　本開示内容のための強靭な無機繊維を「開放させる（opening）」は、長さ、直径、反
発弾性、及び循環性能のような繊維の望ましい物理的性質を保持しつつ、強靭な無機繊維
及び/又は繊維束を機械的に変えることとして定義される。「開放された」繊維は、開放
プロセスに供された繊維として定義される。
　強靭な無機繊維束を処理する方法が提供される。例示的実施態様において、粉末沈降容
積試験に従って、1.4kN負荷が5分間加えられた後、ステンレス鋼ホルダ内に配置された強
靭な無機繊維の5gの試料が、250mlを超える、必要により450mlを超えてもよい粉末沈降容
積を示す繊維を含む方法は、強靭な無機繊維を液体スラリーに分散させて、均質な繊維凝
集体を横たえる（lay down）ことができるように複数の強靭な無機繊維束を開放させる工
程を含んでいる。
【００１１】
　排気ガス処理装置のための取付けマットを製造する方法もまた提供される。実施態様に
おいて、排気ガス処理装置のための取付けマットを製造する方法は、開放された強靭な無
機繊維のスラリー及び液体を調製する工程、及びスラリーから液体の少なくとも一部を除
去して、開放された強靭な無機繊維を含有するウエットレイド層を形成する工程を含んで
いる。
　排気ガス処理装置用途に用いるための取付けマットが、更に提供される。実施態様にお
いて、取付けマットは、均質な強靭な無機繊維凝集体、例えば開放された強靭な無機繊維
及び液体のスラリーから調製される層を含んでおり、液体の少なくとも一部がスラリーか
ら除去されて、開放された強靭な無機繊維を含有するウエットレイド層を形成している。
或る実施態様によれば、取付けマットは、必要により開放された強靭な無機繊維を含有す
る層において、膨張材料を含んでいてもよい。
　排気ガスを処理するための装置もまた提供される。実施態様によれば、装置には、ハウ
ジングと; ハウジング内に反発弾性的に取付けられる脆弱構造体と; 強靭な無機繊維凝集
体の均質層、例えば上記の開放かれた強靭な無機繊維の層を備えている取付けマットとが
含まれている。用語「脆弱構造体」は、本質的に脆弱性又は破砕性であり得る金属又はセ
ラミックモノリス等の構造体を意味し含むものであり、本明細書に記載されているような
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取付けマットから恩恵を受けることになる。
【００１２】
　排気ガスを処理するための装置の例示的形態が、図1において符号10によって示されて
いる。取付けマットが図1に示される装置に用いられるのに限定されるものでないことは
理解すべきであり、従って、形状は例示的実施態様としてのみ示されている。実際に、取
付けマットは、排気ガスを処理するのに適している任意の脆弱構造体、例えば、ディーゼ
ル触媒構造体、ディーゼルパティキュレートトラップ等を取り付けるか又は支持するため
に使用し得る。
　或る実施態様によれば、触媒コンバータ10は、フランジ16によって一緒に保持された、
2つの金属片、例えば、高温耐熱鋼から形成されたハウジング12を含むことができる。或
いは、ハウジングは、脆弱構造体をラップした取付けマットが挿入されている予備成形キ
ャニスタを含むことができる。ハウジング12は、一方に入口14とその反対側に出口(図示
せず)とを含む。入口14と出口は、最適には、外側の端部に形成され、これによって内燃
機関の排気系統におけるコンジットに固定することができる。装置10は、脆弱構造体、例
えば破砕性セラミックモノリス18を含有し、これが取付けマット20によってハウジング12
内に支持されかつ拘束される。モノリス18は、一方の端部の入口からその反対側の端部の
出口まで軸方向に伸長する複数のガス透過性通路を含んでいる。モノリス18は、適切な任
意の耐火金属材料又はセラミック材料から既知の方法及び配置で構成され得る。モノリス
は、典型的には、断面の形状が長円形又は円形であるが、他の形状も可能である。
【００１３】
　モノリスは間隔又はギャップによってハウジングの内面から隔置されており、これは用
いられる装置のタイプや設計、例えば、触媒コンバータ、ディーゼル触媒構造体、又はデ
ィーゼルパティキュレートトラップによって異なる。このギャップに取付けマット20を充
填して、セラミックモノリス18に反発弾性のある支持体を与える。反発弾性のある取付け
マット20は、外部環境に対する断熱と脆弱構造体に対する機械的支持を与え、それによっ
て、広範囲の排気ガス処理装置作動温度全体に機械的衝撃から脆弱構造体を保護する。
　一般に、取付けマットは、開放された強靭な無機繊維を含み、必要によりに犠牲的にバ
ーンドアウトされるのに適応していてもよい有機バインダーを含むことができる。取付け
マット20は、広い温度範囲全体に排気ガス処理装置10のハウジング12内に触媒支持脆弱構
造体18を反発弾性的に保持するのに充分な保持圧力を与えることができる。
　任意の反発弾性のある、高性能の又は強靭な無機繊維は、繊維が取付けマット形成プロ
セスに耐え得る限り取付けマットに用いることになり、排気ガス処理装置の作動温度に耐
えることができ、且つ作動温度で排気ガス処理装置ハウジング内に脆弱構造体を保持する
最小限の保持圧力性能を与えることができる。
【００１４】
　限定されるものではないが、開放させることができ且つ均質な繊維凝集体を調製するた
めに用いることができる適切な無機繊維としては、例えば、高アルミナ多結晶繊維、多結
晶ウール、炭素繊維、ムライト繊維、アルミナ・マグネシア・シリカ繊維、Sガラス繊維
、S2ガラス繊維、Eガラス繊維、Rガラス繊維、石英繊維、シリカ繊維及びこれらの組み合
わせが挙げられる。実施態様において、多結晶羊毛繊維は、約1～28%のSiO2及び72～99%
のAl2O3の範囲にある組成物を含むことができ、必要により平均繊維直径が3～10μmの範
囲にあってもよい。
　排気ガス処理装置のための取付けマットの製造に有用な適切なシリカ繊維には、商標BE
LCOTEXとしてBelChem Fiber Materials GmbHドイツから、登録商標REFRASILとして、ガー
デナ(カリフォルニア州)のHitco Carbon Composites, Inc.から、また、呼称PS-23(R)と
してPolotsk-Steklovolokno、ベラルーシ共和国から入手可能なその溶出されたガラス繊
維が含まれる。
　BELCOTEX繊維は、標準型、ステープル繊維プレヤーンである。これらの繊維は、約550
テックスの平均繊度を有し、一般的にはアルミナによって変性されたケイ酸から製造され
ている。BELCOTEX繊維は、アモルファスであり、一般的には約94.5パーセントのシリカと
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、約4.5パーセントのアルミナと、0.5パーセント未満の酸化ナトリウムと、0.5パーセン
ト未満の他の成分を含有する。この繊維は、約9ミクロンの平均繊維径及び1500o～1550℃
の範囲にある融点を有する。これらの繊維は、1100℃までの温度に耐熱性であり、典型的
にはショットを含まずバインダーも含まない。
【００１５】
　BELCOTEX繊維のようなREFRASIL繊維は、1000℃～1100℃の温度範囲での用途のために断
熱を与える高シリカ含有量を有するアモルファスの溶出されたガラス繊維である。この繊
維は、直径が約6と約13ミクロンの間にあり、約1700℃の融点を有する。繊維は、溶出後
、典型的には約95質量パーセントのシリカ含有量を有する。アルミナは、約4質量%の量で
存在し、他の成分は1%以下の量で存在し得る。
　Polotsk-Steklovolokno製のPS-23(R)繊維は、シリカ含有量が高いアモルファスのガラ
ス繊維であり、少なくとも約1000℃まで耐性を必要とする用途のための断熱に適している
。この繊維は、約5～約20mmの範囲にある繊維長及び約9ミクロンの繊維の直径を有する。
REFRASIL繊維のようなこの繊維は、約1700℃の融点を有する。
　Eガラス繊維は、典型的には、約52質量パーセントから約56質量パーセントまでのSiO2
と、約16質量パーセントから約25質量パーセントまでのCaOと、約12質量パーセントから
約16質量パーセントまでのAl2O3と、約5質量パーセントから約10質量パーセントまでのB2
O3と、約5質量パーセントまでのMgOと、約2質量パーセントまでの酸化ナトリウムと酸化
カリウムと、微量の酸化鉄とフッ化物とからなり、典型的な組成物は、55質量パーセント
のSiO2と、15質量パーセントのAl2O3と、7質量パーセントのB2O3と、3質量パーセントのM
gOと、19質量パーセントのCaOと、微量の上述した材料である。
【００１６】
　或る実施態様によれば、取付けマットを調製するために用いることができる追加の耐熱
性無機繊維は、セラミック繊維、アルカリケイ酸塩繊維、アルカリ土類ケイ酸塩繊維、カ
ルシア・マグネシア・シリカ繊維やマグネシア・シリカ繊維のようなアルカリ土類ケイ酸
塩繊維を含んでいる。限定されるものではないが、適切なセラミック繊維としては、アル
ミナ繊維、アルミナ・シリカ繊維、アルミナ・ジルコニア・シリカ繊維、ジルコニア・シ
リカ繊維、ジルコニア繊維及び同様の繊維が挙げられる。有用なアルミナ・シリカセラミ
ック繊維は、登録商標FIBERFRAXとしてUnifrax I LLC(ナイアガラフォールズ、ニューヨ
ーク)から市販されている。FIBERFRAXセラミック繊維は、約45～約75質量パーセントのア
ルミナと約25～約55質量パーセントのシリカの繊維化製品を含んでいる。FIBERFRAX繊維
の作動温度は約1540℃までであり、融点は約1870℃までである。FIBERFRAX繊維は、高温
耐熱性シート及び紙に容易に形成される。
　限定されるものではないが、排気ガス処理装置のための取付けマットを作製するために
使用し得る生体溶解性アルカリ土類ケイ酸塩繊維の適切な例としては、米国特許第6,953,
757号明細書、同第6,030,910号明細書、同第6,025,288号明細書、同第5,874,375号明細書
、同第5,585,312号明細書、同第5,332,699号明細書、同第5,714,421号明細書、同第7,259
,118号明細書、同第7,153,796号明細書、同第6,861,381号明細書、同第5,955,389号明細
書、同第5,928,075号明細書、同第5,821,183号明細書、同第5,811,360号明細書に開示さ
れた繊維が挙げられ、これらの明細書の開示内容は、本願明細書に援用されている。
【００１７】
　或る実施態様によれば、生体溶解性アルカリ土類ケイ酸塩繊維は、マグネシウムの酸化
物とシリカの混合物の繊維化生成物を含むことができる。この繊維は、一般にマグネシウ
ム・ケイ酸塩繊維と呼ばれる。マグネシウム・ケイ酸塩繊維は、一般的には、約60から約
90質量パーセントまでのシリカと、0より多く約35質量パーセントまでのマグネシアと、5
質量パーセント以下の不純物の繊維化生成物を含んでいる。或る実施態様によれば、アル
カリ土類ケイ酸塩繊維は、約65から約86質量パーセントまでのシリカと、約14から約35質
量パーセントまでのマグネシアと、5質量パーセント以下の不純物の繊維化生成物を含ん
でいる。他の実施態様によれば、熱処理したアルカリ土類ケイ酸塩繊維は、約70から約86
質量パーセントまでのシリカと、約14から約30質量パーセントまでのマグネシアと、5質
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量パーセント以下の不純物の繊維化生成物を含んでいる。適切なマグネシウム・ケイ酸塩
繊維は、登録商標ISOFRAXとしてUnifrax I LLC(ナイアガラフォールズ、ニューヨーク)か
ら市販されている。市販のISOFRAX繊維は、一般的には、約70から約80質量パーセントま
でのシリカと、約18から約27質量パーセントまでのマグネシアと、4質量パーセント以下
の不純物の繊維化生成物を含んでいる。
【００１８】
　或る実施態様によれば、生体溶解性アルカリ土類ケイ酸塩繊維は、カルシウム、マグネ
シウムの酸化物及びシリカの混合物の繊維化生成物を含むことができる。この繊維は、一
般にカルシア・マグネシア・シリカ繊維と呼ばれる。或る実施態様によれば、カルシア・
マグネシア・ケイ酸塩繊維は、約45から約90質量パーセントまでのシリカと、0より多く
約45質量パーセントまでのカルシアと、0より多く約35質量パーセントのマグネシアと、1
0質量パーセント以下の不純物との繊維化生成物を含んでいる。有用なカルシア・マグネ
シア・ケイ酸塩繊維は、登録商標INSULFRAXとしてUnifrax I LLC(ナイアガラフォールズ
、ニューヨーク)から市販されている。INSULFRAX繊維は、一般的には、約61から約67質量
パーセントまでのシリカと、約27から約33質量パーセントまでのカルシアと、約2から約7
質量パーセントまでのマグネシアとの繊維化生成物を含んでいる。他の適切なカルシア・
マグネシア・ケイ酸塩繊維は、商標SUPERWOOL 607、SUPERWOOL 607 MAX及びSUPERWOOL HT
としてThermal Ceramics(オーガスタ、ジョージア州)から市販されている。SUPERWOOL607
繊維は、約60から約70質量パーセントまでのシリカと、約25から約35質量パーセントまで
のカルシアと、約4から約7質量パーセントまでのマグネシアと、微量のアルミナとを含ん
でいる。SUPERWOOL 607 MAX繊維は、約60から約70質量パーセントまでのシリカと、約16
から約22質量パーセントまでのカルシアと、約12から約19質量パーセントまでのマグネシ
アと、微量のアルミナとを含んでいる。SUPERWOOL HT繊維は、約74質量パーセントのシリ
カと、約24質量パーセントのカルシア、と微量のマグネシアとアルミナと酸化鉄とを含ん
でいる
【００１９】
　アルミナ/シリカ耐火性セラミック繊維(RCF)は、約40質量パーセントから約60質量パー
セントまでのAl2O3と、約60質量パーセントから約40質量パーセントまでのSiO2を含むこ
とができる。繊維は、約50質量パーセントのAl2O3と、約50質量パーセントのSiO2を含む
ことができる。アルミナ/シリカ/マグネシアガラス繊維は、典型的には、約64質量パーセ
ントから約66質量パーセントまでのSiO2と、約24質量パーセントから約25質量パーセント
までのAl2O3と、約9質量パーセントから約10質量パーセントまでのMgOを含んでいる。
　強靭な無機繊維は、望ましい品質、例えば、強度や靱性を示し得る。しかしながら、強
靭な繊維は特徴的に長く、製造されるときに幾分もつれている。ウエットレイド製紙プロ
セスの混合工程は、更に、もつれ、繊維を束ねる。従来の繊維は脆性であり、ミキサー内
でブレードされて、ばらばらに切断することができるので均一に分散する。一方、強靭な
無機繊維は反発弾力的で、ミキサー内でもつれさせ、これらをウエットレイド製紙プロセ
スに用いるのに不適切にする。
　均質な繊維凝集体は、均一に分散された開放された強靭な無機繊維を含むことができる
。強靭な無機繊維束は、繊維を開放させることによって分離され得る。強靭な無機繊維、
又は繊維束は、繊維の望ましい品質を損なうことなく個々の繊維を分離することができる
任意の方法を用いて開放され得る。
【００２０】
　実施態様において、複数の強靭な無機繊維は、スラリーに含まれてもよくて、湿式開放
されてもよい。スラリーの繊維濃度は、変動してもよい。強靭な無機繊維を湿式開放させ
ることは、繊維の長さを実質的に保持しつつ繊維束を開放させ得る。他の実施態様におい
て、繊維の長さは製造後に繊維を細断することによって短くすることができ、続いて強靭
な無機繊維束を湿式開放させる。
　強靭な無機繊維は、低希釈の強靭な無機繊維スラリー、例えば約0.1%～約1%質量繊維を
ディスク精製することによって開放させることができる。例えば、ディスクリファイナー
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は、繊維スラリー上に剪断エネルギーを与える固定ディスク及び回転ディスクを備え得る
。ディスクの表層詳細及び構造は、繊維を分散させるとともに開放させるために用いるこ
とができる。他の実施態様において、強靭な無機繊維は、低希釈スラリーをデフレークす
ることによって開放させることができる。
　更なる実施態様において、強靭な無機繊維は、繊維スラリーを含水パルプ化することに
よって開放させることができる。例えば、ハイドラパルパーの回転ブレード及びバフルは
、繊維束を分解し且つ繊維を分散させるミキサー内で、例えば、回転ブレード及びバッフ
ルを用いて、乱流渦流を設定することができる。
　強靭な無機繊維は、強靭な無機繊維を叩解することによって開放させることができる。
例えば、叩解機は、固定基準プレートを回転させるパドルホイールプレートを備え得る。
回転プレートと固定プレート間のギャップは、繊維束の分散を最適化するように調整され
得る。
【００２１】
　実施態様によれば、複数の強靭な無機繊維は、乾式開放されてもよい。或る実施態様に
おいて、強靭な無機繊維を乾式開放させることは、繊維の長さを実質的に保持しつつ繊維
束を開放させることができる。他の実施態様において、強靭な無機繊維を乾式開放させる
ことは、繊維束を開放させること及び個々の繊維の長さを短縮することを含むことができ
る。
　強靭な無機繊維は、カーディングによって乾式開放されてもよい。カーディング技術は
、乾燥繊維を機械的コーミング型作用に供することを含むことができる。ピンを繊維、又
はファイバーブランケットを通して引きずり、強靭な無機繊維をボリューム化するととも
に開放させる。ブランケットのカーディングは、必要により続いてカード状のブランケッ
トの細断が行われてもよい。
　実施態様において、強靭な無機繊維は、ミリング（milling）によって乾式開放されて
もよい。繊維は、アトリションミルコンビネーションファイバーピッカーを用いて粉砕（
mill）され得る。アトリションミルコンビネーションファイバーピッカーは、繊維束を分
散させ更に/又は繊維束を粉砕することによって繊維長を短くし得る。アトリションミル
コンビネーションファイバーピッカーは、乾燥繊維上に剪断エネルギーを与える固定ディ
スク及び回転ディスクを含むことができる。繊維束を分散させ更に/又は繊維を短くする
ためにディスク精製が用いられてもよい。
【００２２】
　強靭な無機繊維は、ハンマーミル及び/又はROTOPLEX(登録商標)グラニュラーカッティ
ングミルで粉砕することによって乾式開放され得る。強靭な無機繊維を、ハンマーミルの
粉砕チャンバ内部で高速で回転する軸に取り付けられるハンマーで叩いてもよい。繊維は
、反復ハンマーの衝撃によって開放される。A ROTOPLEX(登録商標))グラニュラーカッテ
ィングミルは、強靭な無機繊維束を開放し、分割型ナイフを有するクロスシーザーカット
ローターを用いて個々の繊維を短縮することができる。
　上記のように、強靭な無機繊維は、細断又は切断によって短くすることができる。いく
つかの実施態様において、強靭な無機繊維は、強靭な無機繊維を開放する前に細断され得
る。繊維は、任意の適切な細断又は切断方法、例えば、ダイカット、ギロチン細断及び/
又は水流切断を用いて細断され得る。強靭な無機繊維は、繊維が、ランダムに配置されて
いるよりも、異方性を有するか、又は層状である場合に、製造プロセス接続して、細断又
は切断され得る。繊維長を短くすることは、繊維束を開放するのに必要とするエネルギー
を低下させることができ、製紙プロセスにおけるパルプ化工程での追加にもつれを防止す
ることができる。
　実施態様において、強靭な無機繊維は、シート又はブランケットに配置され得る。繊維
を短くすることは、繊維の長さが5cmを超えないように、例えば、5cm平方に強靭な無機繊
維のシートをダイカットすることを含むことができる。他の実施態様において、繊維は、
より小さい正方形、例えば、2cm平方以下に切断又は細断され得る。繊維は、強靭な無機
繊維シート又はブランケットをストリップにクロスカッティングによって短くされ得る。
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【００２３】
　或る実施態様において、強靭な無機繊維は、細断又は切断によって特定の長さに短くさ
れ得る。細断又は切断された強靭な無機繊維は、必要により、より長い繊維の特性を利用
するように、続いて任意の次の処理によって、例えば、繊維を開放することによって、更
に実質的に短くされなくてもよい。
　更なる実施態様において、低希釈度、すなわち低濃度、例えば、約0.1%～約1質量%の強
靭な無機繊維の繊維スラリーは、強靭な無機繊維のもつれや絡み合いが最小になるように
強靭な無機繊維を分離させてもよい。
　他の実施態様において、高希釈度、すなわち高濃度、約1%～約2質量%の強靭な無機繊維
の繊維スラリーは、より大きな繊維相互作用を可能にし得る。より大きな繊維相互作用は
、単位繊維質量当たりエネルギー移動を増加させることによって、繊維を短くする工程の
効率を改善し得る。
　低希釈度及び高い希釈度の競合する効果は、例えば、繊維のスラリーへの逐次添加を用
いることによって、全体的効果を最適化するために組み合わせてもよい。
　実施態様において、例示的な強靭な無機繊維スラリー希釈度は、約0.1%～約2質量%、必
要により0.1%～約質量1%の強靭な無機繊維の範囲の範囲にある希釈度を含んでいる。ある
種の実施態様において、強靭な無機繊維を希釈の前に細断してもよい。
【００２４】
　ウエットレイドマットの圧力性能は、沈降高さ試験及び又は粉砕沈降容積試験の結果と
相関し得る。沈降高さ試験は、強靭な無機繊維を含むマット材料の試料から任意のバイン
ダーを除去することによって行われ得る、例えば、バインダーがバーンアウトされ得る。
沈降高さ試験も粉砕沈降容積試験も、繊維製品に加工されていない強靭な無機繊維の試料
、例えば取付けマット材料を用いて行われ得る。強靭な無機繊維の供給源に関係なく、強
靭な無機繊維の5gの試料が計量される。次に、5gの強靭な無機繊維を400mlの水に添加し
、パドルスターラーを用いて1,000rpmで2分間撹拌する。限定されるものではないが、適
切なパドルスターラーには、50mmのパドル直径、8mmのシャフト直径、及び450mmのシャフ
ト全長を有する、VWR International LLC製の4ブレードのスターラーが含まれ得る。水を
含む分散した繊維を、1,000mlのシリンダに移し、追加の水で1,000mlまで充填する。限定
されるものではないが、適切な1,000mlのシリンダは、147mmの高さ及び109mmの外径を有
する低形ビーカーである。次に、シリンダに栓をし、10回逆にする。ストッパーを取り外
し、繊維を30分間沈降させる。沈降容積は、1リットルのシリンダ内に沈降し分散した強
靭な無機繊維によって占められる容積として測定される。
　粉砕沈降容積試験は、強靭な無機繊維の5gの試料を37.5mmの内径を有するチューブに入
れ、1.4kNで5分間圧縮した後、400mlの水を添加し、撹拌する以外は、沈降高さ試験と同
様に行われ得る。粉砕沈降容積は、1リットルのシリンダ内に粉砕、沈降及び分散した強
靭な無機繊維によって占められる容積として測定される。
　250mlを超える沈降容積は、250ml未満の粉砕沈降容積を有する繊維についての90kPaの
圧力性能と関連し得る。450mlを超える粉砕沈降容積及び沈降容積を有する繊維は、120kP
aを超える圧力性能又は周期的反発弾性と関連し得る。
【実施例】
【００２５】
　下記の実施例は、単に、排気ガス処理装置のための開放された強靭な無機繊維から構成
される取付けマットを更に具体的に説明するために示されるものである。例示的実施例は
、取付けマット、取付けマットを組み込んでいる排気ガス処理装置、又は取付けマット又
は排気ガス処理装置を任意の方法で製造する方法を限定するものとして解釈されてはなら
ない。
【００２６】
比較例1
　450mlを超える粉砕沈降容積及び350mlの沈降容積を有する強靭な無機繊維を用いて、試
料のウエットレイドマットを作った。繊維の事前細断又は強靭な繊維開放技術を追加せず
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に従来の製紙プロセスを用いてマットを作製した。
【００２７】
実施例2
　450mlを超える粉砕沈降容積及び400mlの沈降容積を有する強靭な無機繊維を用いて、試
料のウエットレイドマットを作った。強靭な無機繊維を乾燥開放技術に供した。乾燥ベー
ルオープナ型機械を、繊維束を分散させ更に/又は開放させるために用いた。
【００２８】
実施例3
　450mlを超える粉砕沈降容積及び400mlの沈降容積を有する強靭な無機繊維を用いて、試
料のウエットレイドマットを作った。強靭な無機繊維を乾燥開放技術に供した。カーディ
ング型機械を、繊維束を分散させ更に/又は開放させるために用いた。
【００２９】
実施例4
　450mlを超える粉砕沈降容積を有する強靭な無機繊維を用いて、試料のウエットレイド
マットを作った。強靭な無機繊維を乾燥開放技術に供した。ROTOPLEX(登録商標)グラニュ
ラーカッティングミルを、繊維束を分散させ更に/又は開放させるために用いた。
【００３０】
実施例5
　450mlを超える粉砕沈降容積及び500mlの沈降容積を有する強靭な無機繊維を用いて、試
料のウエットレイドマットを作った。強靭な無機繊維をより短い長さに切断した。
【００３１】
実施例6
　450mlを超える粉砕沈降容積及び650mlの沈降容積を有する強靭な無機繊維を用いて、試
料のウエットレイドマットを作った。強靭な無機繊維を乾式開放技術に供した。高速ブレ
ード及びバッフルを有するハイドラパルパーを、繊維束を分散させ更に/又は開放させる
ために用いた。
【００３２】
実施例7
　450mlを超える粉砕沈降容積及び400mlの沈降容積を有する強靭な無機繊維を用いて、試
料のウエットレイドマットを作った。強靭な無機繊維を湿式開放技術に供した。整合字溝
ステンレス鋼台板を有するビーティングロールを備えるオランダービーターを、繊維束を
分散させ更に/又は開放させるために用いた。
【００３３】
実施例8
　450mlを超える粉砕沈降容積を有する強靭な無機繊維を用いて、試料のウエットレイド
マットを作った。強靭な無機繊維を湿式開放技術に供した。相互に回転し且つ繊維スラリ
ーが流れ込む一連のプレートを備えるディスクリファイナーを、繊維束を分散させ更に/
又は開放させるために用いた。
【００３４】
実施例9
　450mlを超える粉砕沈降容積及び420mlの沈降容積を有する強靭な無機繊維を用いて、試
料のウエットレイドマットを作った。パルパー操作の間、スラリー希釈及びフロー特性を
最適にして、繊維束を分散させ更に/又は開放させた。
【００３５】
試験
　実施例1～5の試料マットを上記のように製造し、2500サイクル圧力性能試験を用いて試
験した。25cm2を測定するマット材料の試料により行われる2500機械的サイクルの標準サ
イクル圧性能試験の試験を行った。ギャップ膨張率は8%に維持され、試験マットギャップ
嵩密度は0.4g/cm3であった。
　実施例6～9の試料マットを上記のように製造し、1000サイクル圧力性能試験を用いて試
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験した。50cm2を測定するマット材料の試料により行われる1000機械的サイクルの標準サ
イクル圧性能試験の試験を行った。ギャップ膨張率は8%に維持され、試験マットギャップ
嵩密度は0.4g/cm3であった。一般に、1000サイクル圧力性能の結果は、1000サイクル試験
結果から15kPaを引き算することによって2500サイクル試験結果と比較し得る。
　用語「サイクル」は、固定圧縮プラテンと移動プラテンの間のギャップが所定の速度で
特定の距離にわたって開閉されることを意味する。試料マットを、移動プラテンと固定プ
ラテンの間のギャップ内に配置した。10kN負荷セルを移動プラテンに適用し、マット材料
の得られた圧力性能を測定した。
　当業者が、上記パラメータを使って過度に実験することなく、1000サイクル試験か、又
は2500サイクル試験を行うことが可能なことが理解される。すなわち、上記の設定された
パラメータは、マットの特性又はギャップのサイズに無関係に当業者がマットの効果的な
圧力性能の同様の比較をすることが可能である。
　実施例の各々の圧力性能を下記の表1に示す。
【００３６】

【表１】

【００３７】
　開放された強靭な無機繊維の均質層を備える実施例2のウエットレイドマットは、開放
されていない強靭な無機繊維から構成される比較例1の取付けマットよりも26%の保持圧力
の増大を示した。実施例2～5に用いられる強靭な無機繊維の範囲及び開放技術は、保持圧
力の7～26%の増大を示した。
【００３８】
実施例10
　450mlを超える粉砕沈降容積を有する強靭な無機繊維を用いて、試料のウエットレイド
マットを作った。強靭な無機繊維材料を2cm平方に切断し、0.67%希釈度でスラリーに希釈
した。
【００３９】
実施例11
　450mlを超える粉砕沈降容積を有する強靭な無機繊維を用いて、試料のウエットレイド
マットを作った。強靭な無機繊維材料を2cm平方に切断し、1%希釈度でスラリーに希釈し
た。
【００４０】
実施例12
　450mlを超える粉砕沈降容積を有する強靭な無機繊維を用いて、試料のウエットレイド
マットを作った。強靭な無機繊維材料を5cm平方に切断し、0.67%希釈度でスラリーに希釈
した。
【００４１】
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実施例13
　450mlを超える粉砕沈降容積を有する強靭な無機繊維を用いて、試料のウエットレイド
マットを作った。強靭な無機繊維材料を5cm平方に切断し、1%希釈度でスラリーに希釈し
た。
【００４２】
試験
　実施例10～13の試料マットを上記のように製造し、2500サイクル圧力性能試験を用いて
試験した。25cm2を測定するマット材料の試料により行われる2500機械的サイクルの標準
サイクル圧性能試験の試験を行った。ギャップ膨張率は8%に維持され、試験マットギャッ
プ嵩密度は0.4g/cm3であった。
　実施例の各々の圧力性能を下記の表1に示す。
【００４３】
【表２】

【００４４】
　試験結果は、マットの沈降高さ及び圧力性能についての繊維の切断又は事前細断及び強
靭な無機繊維スラリーの希釈度の効果を示している。
【００４５】
実施例14
　250ml未満の粉砕沈降容積を有する従来の無機繊維を用いて、無機繊維の均質層を備え
る試料のウエットレイドマットを作った。
【００４６】
実施例15
　事前細断した450mlを超える粉砕沈降容積を有する強靭な無機繊維を用いて、無機繊維
の均質層を備える試料のウエットレイドマットを作った。
【００４７】
試験
　実施例14及び15の試料マットを上記のように製造し、バインダーバーンアウト工程の前
後にマットの厚さ、すなわち自由高さを測定した。
　各々の実施例の自由高さ、すなわち厚さを下記の表3に示す。
【００４８】
【表３】

【００４９】
　均質な強靭な無機繊維凝集体の層は、例えばダイスタンピングによって、切断し、必要
によりに積み重ねてもよく、更に必要により針で縫ってもよく、正確な形状及び再現可能
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な許容差を有するサイズの取付けマットを形成することができる。上記の取付けマットは
、触媒コンバータ及びディーゼルパティキュレートトラップ産業に有利である。取付けマ
ットは、所望される場合には、触媒支持構造体の全体的ラップを亀裂が入ることなく与え
ることができるように、取扱いのケース（case of handling）を提供する薄型で及び可撓
性形態で反発弾性支持体として使用可能である。或いは、取付けマットは、触媒支持構造
体の少なくとも一部の周囲全体又は周辺部を一体的にラップすることができる。
　上記の取付けマットは、また、特に、オートバイや他の小型エンジンマシンのための慣
用の自動車用触媒コンバータ、及び自動車用プレコンバータだけでなく、高温スペーサ、
ガスケット、及び次世代自動車用アンダボディ触媒コンバータシステムのような種々の用
途に有用である。一般に、上記の取付けマットは、マット又はガスケットを必要としてい
る任意の用途に、室温で保持圧力を加えるために、さらに重要なことには、熱サイクルの
間を含む、高温で保持圧力を維持する能力を与えるために使用し得る。
【００５０】
　上記の取付けマットは、また、保護して取り付けられることを必要とするハニカム式脆
弱構造体を含有するものを含む、排気又は放出スタック内に位置する化学工業において使
われる触媒コンバータに使用し得る。
　上記のように繊維束を開放させた後のウエットレイドの強靭な無機繊維凝集体は、また
、種々の用途において、例えば断熱及び/又は防火製品、例えば、断熱又は耐火ブランケ
ット、紙、フェルトに有用である。
　第1の実施態様は、強靭な無機繊維束を処理する方法であって、強靭な無機繊維を液体
スラリーに分散させて、均質な繊維凝集体を横たえることができるように、複数の強靭な
無機繊維束を開放させる工程を含み、強靭な無機繊維が、250mlを超える、必要により450
mlを超えてもよい粉砕沈降容積を有する、前記方法を提供する。
　第1の実施態様の方法は、更に、複数の強靭な無機繊維を開放させる工程が、強靭な無
機繊維を湿式開放及び/又は乾式開放させる段階を含んでいることを含むことができる。
強靭な無機繊維を湿式開放させる工程は、(i)強靭な無機繊維をディスク精製する段階; (
ii)強靭な無機繊維をデフレークする段階; (iii)強靭な無機繊維を含水パルプ化する段階
; 又は(iv)強靭な無機繊維を叩解する段階の少なくとも1つを含んでもよい。強靭な無機
繊維を乾式開放させる工程は、(i)強靭な無機繊維をカーディングする段階; 又は(ii)強
靭な無機繊維を、必要によりにアトリションミルコンビネーションファイバーピッカー、
ハンマーミル又はグラニュラーカッティングミルの少なくとも1つで粉砕する段階の少な
くとも1つを含んでもよい。
【００５１】
　第1の実施態様、又は続いての実施態様のいずれもの方法は、強靭な無機繊維を開放さ
せる前に強靭な無機繊維を細断する工程を更に含むことができる。強靭な無機繊維を細断
する工程は、強靭な無機繊維をダイカット、ギロチン細断及び/又は水流切断する段階を
含んでもよい。
　第1の実施態様、又は続いての実施態様のいずれもの方法は、強靭な無機の繊維束を開
放させつつ強靭な無機繊維及び/又は細断した強靭な無機繊維の長さを実質的に維持する
工程を更に含むことができる。
　第1の実施態様、又は続いての実施態様のいずれもの方法は、強靭な無機繊維スラリー
希釈度が約0.1%～約2%、必要により約0.1%～約1%の希釈度を含む工程を更に含むことがで
きる。
　第1の実施態様、又は続いての実施態様のいずれもの方法は、開放された強靭な無機繊
維が(i)約72～約99質量パーセントのアルミナ及び約1～約28質量パーセントのシリカの繊
維化生成物; 及び/又は(ii)高アルミナ繊維; 及び/又は(iii)少なくとも1つの炭素繊維、
ガラス繊維、石英繊維又はシリカ繊維を含むことを更に含むことができる。
【００５２】
　第2の実施態様において、排気ガス処理装置のための取付けマットを製造する方法は、
第1又は続いての実施態様のいずれか1つの開放された強靭な無機繊維及び液体のスラリー
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を調製する工程と、スラリーから少なくとも一部の前記液体を除去して、開放された強靭
な無機繊維を含有するウエットレイド層を形成する工程とを含んでいる。
　第2の実施態様の排気ガス処理装置のための取付けマットを製造する方法は、開放され
た強靭な無機繊維を有する層中に、少なくとも1つのセラミック繊維又はアルカリ土類ケ
イ酸塩繊維を含む少なくとも1つの追加の種類の無機繊維を混合する工程を更に含むこと
ができる。
　第2の実施態様、又は続いての実施態様の排気ガス処理装置のための取付けマットを製
造する方法は、開放された強靭な無機繊維を有する層中に、未膨張バーミキュライト、イ
オン交換バーミキュライト、熱処理バーミキュライト、膨張性グラファイト、ハイドロバ
イオタイト、水膨潤フッ化四ケイ素雲母又はアルカリ金属ケイ酸塩の少なくとも1つを含
む膨張材料を混合する工程を更に含むことができる。
　第3の実施態様において、取付けマットは、第2、又は続いての実施態様のいずれか1つ
に従って調製した開放された強靭な無機繊維の層を備えている。
【００５３】
　第4の実施態様において、排気ガス処理装置は、ハウジングと; ハウジング内に反発弾
性的に取付けられる脆弱構造体と; ハウジングと脆弱構造体の間のギャップに配置される
第3の実施態様の取付けマットとを備えている。
　第5の実施態様は、強靭な無機繊維束を処理する方法であって、複数の強靭な無機繊維
束を均質な繊維凝集体を横たえるのに効果的な約0.1%～約2%、必要により0.1%～約1%の希
釈度を有するスラリーに分散させる工程を含み、強靭な無機繊維が、250mlを超える、必
要により450mlを超えてもよい粉砕沈降容積を有する、前記方法を提供する。
　第5の実施態様の方法は、強靭な無機繊維束を前記分散させる前に強靭な無機繊維束を
切断する工程を更に含むことができる。
　第5の実施態様又は続いての実施態様の方法は、強靭な無機繊維が(i)約72～約99質量パ
ーセントのアルミナ及び約1～約28質量パーセントのシリカの繊維化生成物; 及び/又は(i
i)高アルミナ繊維; 及び/又は(iii)少なくとも1つの炭素繊維、ガラス繊維、石英繊維又
はシリカ繊維を含むことを更に含むことができる。
　第6の実施態様において、排気ガス処理装置のための取付けマットを製造する方法は、
第5又は続いての実施態様のいずれか1つの強靭な無機繊維のスラリーを調製する工程と、
スラリーから前記液体の少なくとも一部を除去して、強靭な無機繊維を含有するウエット
レイド層を形成する工程とを含む。
【００５４】
　第6の実施態様の取付けマットを製造する方法は、強靭な無機繊維を有する層中に、セ
ラミック繊維又はアルカリ土類ケイ酸塩繊維の少なくとも1つを含む少なくとも1つの追加
の種類の無機繊維を混合する工程を更に含むことができる。
　第6の実施態様又は続いての実施態様の取付けマットを製造する方法は、強靭な無機繊
維を有する層中に、未膨張バーミキュライト、イオン交換バーミキュライト、熱処理バー
ミキュライト、膨張性グラファイト、ハイドロバイオタイト、水膨潤フッ化四ケイ素雲母
又はアルカリ金属ケイ酸塩の少なくとも1つを含む膨張材料を混合する工程を更に含むこ
とができる。
　第7の実施態様において、取付けマットは、第6、又は続いての実施態様に従って調製さ
れる強靭な無機繊維の層を備えている。
　第8の実施態様において、排気ガス処理装置は、ハウジングと; ハウジング内に反発弾
性的に取付けられる脆弱構造体と; ハウジングと脆弱構造体の間のギャップに配置される
第7の実施態様の取付けマットとを備えている。
　種々の実施態様が望ましい結果を与えるために組み合わせることができるように、上記
の実施態様は必ずしも変形例ではない。
　本発明の好ましい態様は、下記の通りである。
〔１〕強靭な無機繊維束を処理する方法であって、強靭な無機繊維を液体スラリーに分散
させて、均質な繊維凝集体を横たえることができるように、複数の前記強靭な無機繊維束
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を開放させる工程を含み、前記強靭な無機繊維が、250mlを超える、必要により450mlを超
えてもよい粉砕沈降容積を有する、前記方法。
〔２〕複数の強靭な無機繊維を開放させる工程が、前記強靭な無機繊維を湿式開放及び/
又は乾式開放させる段階を含み、
　必要により、複数の強靭な無機繊維を湿式開放させる段階が、
(i)前記強靭な無機繊維をディスク精製すること、
(ii)前記強靭な無機繊維をデフレークすること、
(iii)前記強靭な無機繊維を含水パルプ化すること、又は
(iv)前記強靭な無機繊維を叩解すること、
の少なくとも1つを含んでもよく、
　更に必要により、複数の強靭な無機繊維を乾式開放させる段階が、
(i)前記強靭な無機繊維をカーディングすること、又は
(ii)前記強靭な無機繊維を、必要により、(a)アトリションミルコンビネーションファイ
バーピッカー、(b)ハンマーミル、又は(c)グラニュラーカッティングミルの少なくとも1
つで粉砕すること、
の少なくとも1つを含んでもよい、前記〔1〕に記載の方法。
〔３〕前記強靭な無機繊維を開放させる前に前記強靭な無機繊維を細断する工程を更に含
み、必要により、前記強靭な無機繊維を細断する工程が、前記強靭な無機繊維をダイカッ
ト、ギロチン細断及び/又は水流切断する段階を含んでもよく、必要により、前記強靭な
無機繊維束を開放させつつ前記細断した強靭な無機繊維の長さを実質的に維持する段階を
更に含んでもよい、前記〔1〕又は〔2〕に記載の方法。
〔４〕前記強靭な無機繊維束を開放させつつ、前記強靭な無機繊維の長さを実質的に維持
する工程を更に含む、前記〔1〕～〔3〕のいずれか1項に記載の方法。
〔５〕前記強靭な無機繊維スラリー分散液が、約0.1%～約2%、必要により約0.1%～約1%の
分散液を含む、前記〔1〕～〔4〕のいずれか1項に記載の方法。
〔６〕前記開放された強靭な無機繊維が、
(i)約72～約99質量パーセントのアルミナ及び約1～約28質量パーセントのシリカ、
(ii)高アルミナ繊維、又は
(iii)少なくとも1つの炭素繊維、ガラス繊維、石英繊維又はシリカ繊維、
の少なくとも1つの繊維化生成物を含む、前記〔1〕～〔5〕のいずれか1項に記載の方法。
〔７〕排気ガス処理装置用の取付けマットを製造する方法であって、前記〔1〕～〔6〕の
いずれか1項に記載の前記開放された強靭な無機繊維及び液体のスラリーを調製する工程
と、前記スラリーから前記液体の少なくとも一部を除去して、前記開放された強靭な無機
繊維を含有するウエットレイド層を形成する工程とを含む、前記方法。
〔８〕前記〔7〕に記載の排気ガス処理装置用の取付けマットを製造する方法であって、
前記開放された強靭な無機繊維を有する層中に、
(i)セラミック繊維又はアルカリ土類ケイ酸塩繊維の少なくとも１つを含む少なくとも1つ
の追加の種類の無機繊維、又は
(ii)未膨張バーミキュライト、イオン交換バーミキュライト、熱処理バーミキュライト、
膨張性グラファイト、ハイドロバイオタイト、水膨潤フッ化四ケイ素雲母又はアルカリ金
属ケイ酸塩の少なくとも1つを含む膨張材料、
の少なくとも１つを混合する工程を含む、前記方法。
〔９〕強靭な無機繊維束を処理する方法であって、複数の前記強靭な無機繊維束を、均質
な繊維凝集体を横たえるのに効果的な約0.1%～約2%、必要により約0.1%～約1%の希釈度を
有するスラリーに分散させる工程を含み、前記強靭な無機繊維が、250mlを超える、必要
により450mlを超えてもよい粉砕沈降容積を有する、前記方法。
〔１０〕前記強靭な無機繊維束を分散させる工程の前に、前記強靭な無機繊維束を切断す
る工程を含む、前記〔9〕に記載の方法。
〔１１〕前記強靭な無機繊維が、
(i)約72～約99質量パーセントのアルミナ及び約1～約28質量パーセントのシリカの繊維化
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(ii)高アルミナ繊維、又は
(iii)炭素繊維、ガラス繊維、石英繊維又はシリカ繊維の少なくとも1つ、
の少なくとも1つを含む、前記〔9〕又は〔10〕に記載の方法。
〔１２〕排気ガス処理装置用の取付けマットを製造する方法であって、前記〔9〕～〔11
〕のいずれか1項に記載の前記強靭な無機繊維のスラリーを調製する工程と、前記スラリ
ーから前記液体の少なくとも一部を除去して、前記強靭な無機繊維を含有するウエットレ
イド層を形成する工程とを含む、前記方法。
〔１３〕前記〔12〕に記載の排気ガス処理装置用の取付けマットを製造する方法であって
、前記強靭な無機繊維を有する層中に、
(i)セラミック繊維又はアルカリ土類ケイ酸塩繊維の少なくとも１つを含む、少なくとも1
つの追加の種類の無機繊維、又は
(ii)未膨張バーミキュライト、イオン交換バーミキュライト、熱処理バーミキュライト、
膨張性グラファイト、ハイドロバイオタイト、水膨潤フッ化四ケイ素雲母又はアルカリ金
属ケイ酸塩の少なくとも1つを含む膨張材料、
の少なくとも1つを混合する工程を含む、前記方法。
〔１４〕前記〔7〕、〔8〕、〔12〕又は〔13〕のいずれか1項に従って作製された前記強
靭な無機繊維の層を含む、取付けマット。
〔１５〕ハウジングと、前記ハウジング内に反発弾性的に取付けられた脆弱構造体と、前
記ハウジングと前記脆弱構造体の間のギャップに配置された前記〔14〕に記載の前記取付
けマットとを含む、排気ガス処理装置。

【図１】
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